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購
買
者
へ
の
感
謝
の
集
い

Ｊ
Ａ
は
一
月
十
三
日
、
五
島
市
東
浜
町
の
カ
ン

パ
ー
ナ
ホ
テ
ル
で
平
成
三
十
年
購
買
者
へ
の
感
謝

の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
に
は
購
買
者
や
繁

殖
農
家
、
関
係
機
関
な
ど
約
一
〇
〇
名
が
出
席
。

購
買
者
の
要
望
を
聞
き
、
今
後
の
子
牛
生
産
に
役

立
て
る
た
め
の
意
見
交
換
が
ね
ら
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。

会
は
購
買
者
へ
の
感
謝
を
込
め
て
毎
年
一
回
、

初
せ
り
後
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
開
会
に
あ
た
り

橋
詰
覺
組
合
長
は
「
肥
育
農
家
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
子
牛
価
格
の
高
値
で
今
後
の
枝
肉

価
格
に
よ
っ
て
は
経
営
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る

の
で
は
な
い
か
と
私
た
ち
も
危
惧
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
よ
る
ド
ー
ム
牛

舎
を
昨
年
度
か
ら
建
設
、
本
年
三
月
末
ま
で
に
二

十
四
戸
が
完
成
し
ま
す
。
繁
殖
素
牛
増
頭
に
向
け

て
導
入
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
の
で
関
係
機

関
よ
り
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
挨
拶
。
購
買
者
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
に
増
頭
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

昨
年
（
平
成
二
十
九
年
）
の
五
島
家
畜
市
場
の

子
牛
販
売
頭
数
は
二
九
六
〇
頭
、
総
せ
り
金
額
は

二
四
億
四
〇
〇
〇
万
円
、
一
頭
当
た
り
の
平
均
価

格
は
八
十
二
万
円
と
高
値
取
引
と
な
り
ま
し
た
。

せせりり

平成30年1月せり市成績表（子牛）

前回比（％）

111．8

105．0

107．3

平均体重（㎏）

263

282

273

㎏単価（円）

2，818

3，020

3，928

平均価格（円）

740，969

852，000

799，303

最高価格（円）

1，210，680

1，425，600

1，425，600

落札価格（円）

166，718，000

212，211，000

378，929，000

売却（頭）

243

269

512

性別

メス

去勢

合計
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久
々
に
前
回
上
回
る

子
牛
せ
り
出
だ
し
好
調
‼

Ｊ
Ａ
は
五
島
家
畜
市
場
で
、
一
月
十
三

日
、
十
四
日
の
両
日
、
平
成
三
十
年
一
月

期
せ
り
市
（
二
か
月
に
一
度
で
奇
数
月
開

催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
牛
の
平
均
取

引
価
格
は
前
回
よ
り
五
万
四
三
〇
八
円
高

い
七
九
万
九
三
〇
三
円
（
前
回
比
七
・
三

％
高
）。
前
回
ま
で
三
期
連
続
で
下
げ
て

い
た
市
場
は
、
久
々
の
高
値
取
引
に
活
気

づ
い
て
い
ま
し
た
。

市
場
に
は
畜
産
農
家
一
七
六
戸
が
子
牛

五
一
三
頭
、
成
牛
四
二
頭
、
計
五
五
五
頭

の
黒
毛
和
種
を
上
場
（
売
却
五
五
四
頭
、

本
人
一
頭
）。
子
牛
の
最
高
価
格
は
一
四

二
万
五
六
〇
〇
円
（
去
勢
）、
平
均
㌔
単

価
は
二
九
二
八
円
（
前
回
二
六
七
八
円
）。

成
牛
の
平
均
取
引
価
格
は
四
〇
万
四
〇
七

四
円
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
畜
産
担
当
者
は
「
寒
さ
の
影
響
も

あ
っ
て
か
子
牛
の
揃
い
が
あ
ま
り
思
わ
し

く
な
く
、
出
荷
体
重
二
四
〇
㌔
以
下
の
子

牛
の
割
合
が
一
五
％
（
目
標
は
五
％
以

下
）
と
悪
か
っ
た
。
今
回
の
高
値
取
引
は
、

全
国
的
に
せ
り
相
場
が
上
が
っ
て
い
る
か

ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
出
荷
体
重
の

軽
い
子
牛
が
多
い
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま

す
。今

後
、
Ｊ
Ａ
で
は
子
牛
発
育
に
大
事
な

時
期
と
な
る
生
後
四
か
月
ま
で
の
子
牛
育

成
指
導
に
重
点
的
に
力
を
注
ぎ
、
発
育
の

良
い
、
購
買
者
に
好
ま
れ
る
子
牛
生
産
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

五五島島家家畜畜市市場場初初

入場を待つ牛と生産者
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五
島
地
区
青
年
農
業
者
連
絡
協
議
会
と
長

崎
県
五
島
振
興
局
は
一
月
十
八
日
、
五
島
振

興
局
に
て
平
成
二
十
九
年
度
五
島
地
区
青
年

農
業
者
連
絡
協
議
会
実
績
発
表
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
優
秀
者
は
意
見
発
表
で
川
上
久

人
さ
ん
、
実
績
発
表
で
平
本
泰
啓
さ
ん
を
そ

れ
ぞ
れ
選
考
。
二
人
は
二
月
十
三
日
、
十
四

日
に
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
五
島

地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

大
会
は
、
日
頃
の
実
践
活
動
の
中
で
感
じ

て
い
る
こ
と
、
将
来
へ
の
希
望
な
ど
に
つ
い

て
発
表
す
る
意
見
発
表
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
と
し
て
実
践
し
て
き
た
農
業
技
術
、
経

営
、
生
活
及
び
地
域
の
農
業
振
興
に
関
係
す

る
成
果
に
つ
い
て
発
表
す
る
実
績
発
表
の
二

つ
の
部
門
で
実
施
、
関
係
機
関
か
ら
な
る
五

名
の
審
査
員
が
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
を
務
め
た
長
崎
県
五
島
振
興

局
農
林
水
産
部
地
域
普
及
課
の
酒
井
浩
課
長

は
審
査
講
評
で
「
意
見
発
表
は
悩
み
な
が
ら

日
々
精
進
し
て
い
く
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
た
。

実
績
発
表
で
は
地
域
の
農
業
者
が
直
面
す
る

課
題
に
取
り
組
ん
だ
発
表
だ
っ
た
」
と
総
括
。

加
え
て
「
優
秀
者
二
名
は
発
表
に
更
に
磨
き

を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
県
大
会
に
向

け
て
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

川
上
さ
ん
は
『
そ
し
て
牛
飼
い
に
な
る
』

と
題
し
て
畜
産
農
家
と
な
る
ま
で
の
経
緯
や
、

就
農
後
苦
労
の
連
続
を
支
え
て
く
れ
た
畜
産

農
家
で
あ
る
父
親
の
こ
と
、
切
磋
琢
磨
す
る

若
手
畜
産
農
家
と
の
こ
と
を
語
り
、
い
ず
れ

は
日
本
を
引
っ
張
る
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い

と
力
強
く
目
標
を
宣
言
し
て
い
ま
し
た
。

平
本
さ
ん
は
『
新
規
品
目
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
目
指
せ
時
給
一
〇
〇
〇
円
！
』
と
題
し

び
っ
つ
ん
な
か

て
、
所
属
す
る
美
作
野
菜
花
（
若
手
野
菜
農

家
で
構
成
）
が
取
り
組
ん
だ
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ

の
栽
培
に
つ
い
て
生
育
調
査
結
果
を
発
表
し

ま
し
た
。

西
九
州
た
ば
こ
耕
作
組
合
福
江
支
所
は
一
月
二

十
二
日
、
Ｊ
Ａ
の
大
浜
育
苗
施
設
で
平
成
三
十
年

五島の若手農業者が語る試行錯誤の日々
－五島地区青年農業者連絡協議会実績発表大会－

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
もももももももももももももももももももももももももも
豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願
うううううううううううううううううううううううううう

－

平
成
三
十
年
産
葉
た
ば
こ
播
種
祭－

優秀者の川上さん（左）と平本さん（右）
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Ｊ
Ａ
の
本
山
高
菜
加
工
施
設
で
は
十

一
月
二
十
四
日
よ
り
開
始
し
た
タ
カ
ナ

の
漬
け
込
み
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
。

四
月
ま
で
続
く
タ
カ
ナ
の
漬
け
込
み
作

業
は
一
月
中
旬
ま
で
に
計
画
の
約
三
割

を
終
え
、
二
月
に
最
盛
期
を
迎
え
る
見

込
み
で
す
。
収
穫
後
、
乾
燥
さ
せ
る
た

め
、
畑
に
並
ぶ
タ
カ
ナ
は
五
島
の
冬
の

風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

五
島
産
タ
カ
ナ
は
、
管
内
に
三
カ
所

あ
る
Ｊ
Ａ
の
加
工
施
設
に
生
産
者
が
運

び
込
ん
だ
タ
カ
ナ
を
Ｊ
Ａ
が
買
い
取
り
、

一
次
加
工
（
巨
大
な
タ
ン
ク
に
塩
と
ウ

コ
ン
を
ま
ぶ
し
な
が
ら
漬
け
込
む
）
し

た
後
、
漬
物
業
者
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
産
タ
カ
ナ
は
生
産
者
六
三
戸

（
前
年
度
六
九
戸
）
で
約
七
一
㌶
（
同

七
五
㌶
）
を
栽
培
、
二
五
一
一
㌧
の
生

産
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
に
よ

り
年
々
減
少
し
て
い
る
タ
カ
ナ
生
産
、

反
対
に
需
要
は
外
国
産
か
ら
国
内
産
へ

の
シ
フ
ト
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
産
は
生
産
者
か
ら
の
買
い
取
り
金
額
を
値
上
げ
し
た
も
の
の
、

作
付
面
積
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
生
育
が
遅
れ
て
い
る
。
最
盛
期
に
計
画
以

上
に
出
荷
が
集
中
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
受
け
入
れ

準
備
を
整
え
て

質
の
良
い
五
島

産
の
塩
蔵
高
菜

を
出
荷
し
て
い

き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

産
葉
た
ば
こ
播
種
祭
を
開
催
。
栽
培
農
家
が
葉
タ

バ
コ
の
種
子
を
水
に
混
ぜ
て
苗
床
に
じ
ょ
う
ろ
で

播
い
て
い
き
ま
し
た
。

耕
作
組
合
に
よ
る
と
、
管
内
に
お
け
る
昨
年
産

ほ
ん
ぽ

の
葉
タ
バ
コ
は
『
本
圃
（
収
穫
ま
で
植
え
て
お
く

畑
）
準
備
期
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
移
植
も
順
調
。

移
植
後
は
水
分
不
足
傾
向
に
な
っ
た
が
、
作
揃
い

は
概
ね
良
好
、
品
種
本
来
の
特
性
を
を
具
備
し
た

正
常
作
と
な
っ
た
。
収
穫
作
業
も
順
調
に
行
わ
れ
、

目
標
収
量
を
大
幅
に
上
回
る
結
果
』
と
な
っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

昨
年
産
の
葉
タ
バ
コ
販
売
金
額
は
七
億
五
四
〇

〇
万
円
、
一
〇
㌃
当
た
り
重
量
は
二
九
八
㌔
（
目

標
は
二
五
三
㌔
）
と
目
標
を
大
幅
に
上
回
り
、
品

質
面
に
お
い
て
も
高
品
質
の
葉
タ
バ
コ
が
生
産
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
産
は
耕
作
農
家
五
十
五
名
（
前

年
五
十
九
名
）
で
約
一
一
四
㌶
（
前
年
約
一
二
二

㌶
）
を
栽
培
し
ま
す
。

種
子
は
五
日
前
後
で
発
芽
、
二
月
中
旬
に
は
栽

培
農
家
に
配
布
さ
れ
仮
植
（
苗
を
ポ
ッ
ト
に
移
し

変
え
る
作
業
）、
畑
へ
の
植
え
付
け
は
三
月
上
旬

で
収
穫
時
期
は
五
月
上
旬
か
ら
七
月
に
か
け
て
行

わ
れ
ま
す
。

最
盛
期
を
迎
え
る
高
菜
漬
け
込
み

塩とウコンをまぶす作業員
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Ｊ
Ａ
管
内
の
㈱
五
島
パ
プ

リ
カ
で
は
、
色
鮮
や
か
な
パ

プ
リ
カ
の
収
穫
が
続
い
て
い

ま
す
。
冬
は
日
照
時
間
が
短

く
、
気
温
も
低
い
た
め
、
色

付
き
が
遅
く
収
穫
ま
で
時
間

を
要
し
ま
す
が
、
作
業
員
は

「
時
間
を
か
け
て
育
っ
た
分

お
い
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
、

収
穫
終
盤
と
な
っ
て
背
丈
よ

り
高
い
所
に
実
る
パ
プ
リ
カ

を
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
産
パ
プ
リ
カ
は
赤

色
の
ア
ル
テ
ガ
、
黄
色
の
ダ

ン
ダ
ン
、
橙
色
の
オ
ラ
ン

デ
ィ
ー
ノ
な
ど
約
九
〇
〇
〇
本

を
栽
培
。
計
画
で
は
昨
年
四
月

に
植
え
た
夏
秋
期
を
三
月
ま
で

収
穫
、
三
月
か
ら
は
昨
年
八
月

に
植
え
た
冬
作
に
リ
レ
ー
、
通

年
出
荷
し
ま
す
。

同
社
の
園
山
吉
弥
社
長
は

「（
出
荷
が
）
一
〇
万
玉
、
二

〇
万
玉
と
も
な
る
と
、
一
玉
五

円
で
も
十
円
で
も
高
く
売
れ
た

ら
相
当
な
金
額
に
な
る
。
こ
れ

ま
で
通
り
病
害
防
除
を
徹
底
し
、

品
質
の
良
い
、
形
の
良
い
パ
プ

リ
カ
を
出
荷
し
、
秀
品
率
を
あ

げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

五
島
産
パ
プ
リ
カ
は
主
に

長
崎
市
や
北
九
州
市
な
ど
の

市
場
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
が
、

Ｊ
Ａ
の
直
売
所
産
直
市
場

「
五
島
が
う
ま
い
」
で
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ご
は
や
さ
し
い
」で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
●
岡
村
麻
純

一
汁
三
菜
が
基
本
の
日
本
食
は
、
タ
ン

パ
ク
質
、
炭
水
化
物
、
脂
質
の
バ
ラ
ン
ス

が
良
い
理
想
的
な
食
事
ス
タ
イ
ル
と
い
え

ま
す
。
こ
の
一
汁
三
菜
は
安
土
桃
山
時
代

に
千
利
休
が
確
立
し
た
茶
懐
石
の
献
立
が

元
と
な
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
、
長
く
愛

さ
れ
て
き
た
日
本
人
の
食
文
化
で
す
。
し

か
し
、
最
近
で
は
食
の
欧
米
化
が
進
み
、

日
本
人
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
き
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

あ
ら
た
め
て
見
直
し
て
ほ
し
い
一
汁
三
菜
、

そ
し
て
も
う
一
つ
意
識
し
て
ほ
し
い
の
は

「
ま
ご
は
や
さ
し
い
」
で
す
。

「
ま
ご
は
や
さ
し
い
」
と
は
、
意
識
的

に
取
り
入
れ
た
い
食
材
の
頭
文
字
を
取
っ

た
も
の
で
す
。「
ま
」
は
豆
類
。
豆
類
は

食
物
繊
維
が
多
く
特
に
大
豆
は
良
質
な
タ

ン
パ
ク
質
源
で
す
。「
ご
」
は
ゴ
マ
。
ゴ

マ
は
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
み
、
必
須
ア

ミ
ノ
酸
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
ま
れ
、
不
眠

予
防
に
も
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
す
り
ご
ま
と
し
て
取
り
入
れ
て

ほ
し
い
で
す
。「
は
」
は
ワ
カ
メ
で
す
。

ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
み
、
表
面
の
ぬ
る

ぬ
る
し
た
成
分
で
あ
る
ア
ル
ギ
ン
酸
は
、

体
内
の
余
分
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
排
出
す
る
作
用
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。「
や
」
は
野
菜
。
緑
黄
色

野
菜
や
根
菜
類
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
を

食
べ
る
よ
う
意
識
し
た
い
で
す
。「
さ
」

は
魚
。
脳
を
活
性
化
す
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ

Ａ
が
多
い
イ
ワ
シ
や
サ
バ
、
マ
グ
ロ
な
ど

の
他
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
な
小
魚
も
お

薦
め
で
す
。「
し
」
は
シ
イ
タ
ケ
（
き
の

こ
類
）。
き
の
こ
類
は
ビ
タ
ミ
ン
、
食
物

繊
維
が
豊
富
で
す
。「
い
」
は
芋
類
。
で

ん
ぷ
ん
、
食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ

ラ
ル
が
含
ま
れ
て
お
り
、
芋
の
種
類
に

よ
っ
て
も
異
な
る
の
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、
サ
ト
イ
モ
、
ヤ
マ
イ
モ
な

ど
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
た
い
で
す
。

こ
れ
ら
は
ど
れ
も
日
本
ら
し
い
食
材
で

す
。
日
本
食
の
基
本
、
一
汁
三
菜
を
「
ま

ご
は
や
さ
し
い
」
を
意
識
し
た
食
材
で
調

理
す
れ
ば
、
と
て
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
に
な
り
ま
す
。
献
立
を
考
え
る
と

き
に
、「
ま
ご
は
や
さ
し
い
」
を
思
い
出

し
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

ハハウウスス内内をを彩彩るる鮮鮮ややかかななパパププリリカカ収収穫穫続続くく
－五島産パプリカ出荷－

私
の
食
育
日
記
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Ｊ
Ａ
管
内
で
は
平

成
二
十
九
年
産
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
出
荷

が
続
い
て
い
ま
す
。

低
温
に
よ
り
生
育
が

遅
れ
て
お
り
、
一
月

中
旬
ま
で
に
当
初
計

画
の
約
半
数
と
な
る

二
十
六
万
玉
ほ
ど
の

出
荷
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
選
果
場
で
は
、
小
ぶ

か
ら
い

り
で
す
が
花
蕾
の
し
ま
り
の

良
い
良
質
な
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

を
鮮
度
保
持
の
た
め
に
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
に
氷
詰
め
し
て

出
荷
し
て
い
ま
す
。

今
年
産
秋
冬
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

は
五
五
戸
（
前
年
六
五
戸
）
の

農
家
で
二
七
・
九
㌶
（
同
三

四
・
二
㌶
）
を
作
付
け
。
定
植

作
業
は
八
月
三
十
日
か
ら
十
月

末
に
か
け
て
行
わ
れ
、
台
風
の

影
響
を
受
け
一
部
で
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
が
概
ね
順
調
。
生

育
に
つ
き
ま
し
て
は
同
じ
畑
で

あ
っ
て
も
個
体
差
が
大
き
く
、

ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
て
い
ま
し

た
。Ｊ

Ａ
担
当
者
は
「
寒
さ
で
大

き
く
な
ら
な
い
が
、
質
が
良
く

秀
品
率
が
高
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
気
温
が
上
が
っ
て
き
て
急
激

に
生
育
が
進
め
ば
、
農
家
の
収

穫
作
業
が
追
い
つ
か
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
低
温
期
の
数
量
確

保
の
た
め
に
、
通
常
は
Ｌ
サ
イ

ズ
で
収
穫
す
る
と
こ
ろ
を
Ｍ
サ

イ
ズ
で
収
穫
す
る
早
採
り
を
二

月
末
ま
で
延
長
し
対
応
。
今
後

も
市
場
や
消
費
者
に
好
ま
れ
る

鮮
度
の
高
い
五
島
産
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
を
出
荷
し
て
い
き
ま
す
。

寒さ厳しく生育遅れるも、高品質
－平成29年産秋冬ブロッコリー出荷－

ペンライトを使い入念に
選果をする作業員

鮮度保持のため発
泡スチロールに氷
詰めして出荷

ごとう7
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組合員・利用者の皆様へ重要なお知らせ
今年度をもって大津・玉之浦出張所の信用事業並びに大浜店舗事業（Ａコープ大浜

店）を廃止させていただきます。組合員・利用者の皆様には、ご不便おかけし申し訳
ございませんが、来年度より運行を開始する（平成30年4月2日運行開始）移動店舗
車で出来る限り対応させていただきますので、ご理解ご協力の程よろしくお願いいた
します。

大津・玉之浦出張所の信用事業廃止について
JAバンクの体制整備基準では「信用事業を営む店舗には機構図上役席者2名を含

め4名以上を配置し、事務を的確に処理する体制が構築されているとともに、就業時
間中は常時3名以上の信用担当職員を在店させる」という基準があります。
両出張所（大津・玉之浦）においては、体制整備基準を満たす人員配置ができない

状況にあることから、大津・玉之浦出張所の信用事業（貯金・貸出）を廃止させてい
ただきます。
なお、信用事業は平成30年3月30日㈮をもって廃止しますが、その他の事業につき

ましては、これまで通り営業いたします。

大浜店舗事業廃止について
Ａコープ大浜店につきましては、人口減少の影響が大きく、経営は長期にわたり赤

字の状況にあります。近隣に生活用品や日配食品を扱う商店がないことから営業を続
けてきておりましたが、今後更なる費用負担（平成32年にフロンガス規制により冷凍
冷蔵設備へ多額の設備投資）を見込んでおり、やむを得ず大浜店舗事業を廃止させて
いただきます。
Ａコープ大浜店は平成30年3月28日㈬をもって閉店いたします。

移動店舗車について
移動店舗車の信用事業で取り扱う業務は、当座性貯金の入出金や定期性貯金の受入

れ、税金・公共料金の出納などです。また、生活用品や日配食品の販売も行います。
営業場所につきましては、事業廃止に伴い大津・大浜・玉之浦地区を計画しておりま
すが、関係機関との調整のため巡回ルート（停車場所、営業時間）は後日改めてお知
らせいたします。
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InformationInformation

平
成
二
十
九
年
度

第
十
回
理
事
会

平
成
三
十
年
一
月
二
十
二
日
㈪
開
催

次
第

1

議
案
事
項

議
案
№
1

資
産
の
償
却
・
引
当
基
準
の
改
訂

に
つ
い
て

議
案
№
2

産
廃
処
理
不
祥
事
の
再
発
防
止
に

向
け
た
改
善
計
画
に
つ
い
て

議
案
№
3

事
業
の
一
部
廃
止
に
つ
い
て

議
案
№
4

理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
つ
い
て

議
案
№
5

組
合
員
加
入
の
審
議
に
つ
い
て

議
案
№
6

F
inT
ech

企
業
等
と
の
連
携
及

び
協
働
に
係
る
方
針
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
そ
の
他

2

報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ

い
て

報
告
№
2

主
要
事
業
十
二
月
末
計
画
と
実
績

に
つ
い
て

報
告
№
3

平
成
二
十
九
年
度
第
3
四
半
期
子

会
社
の
営
業
実
績
等
に
つ
い
て

①
㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
葬
祭

②
㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
食
肉
セ
ン
タ
ー

③
㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
ご
と
う

報
告
№
4

産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
十

二
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
5

平
成
二
十
九
年
十
二
月
末
食
肉
販

売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
6

平
成
三
十
年
一
月
期
県
内
家
畜
市

場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
7

平
成
二
十
九
年
度
第
3
四
半
期
内

部
監
査
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
8

平
成
二
十
九
年
度
第
3
四
半
期
余

裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
9

平
成
二
十
九
年
度
期
末
見
込
に
つ

い
て

報
告
№
10

貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
そ
の
他

応援よろしくお願いします応援よろしくお願いします
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編
集
後
記

Ｊ
Ａ
は
一
月
二
十
三
日
、
幹
の
巨
大
化
や

葉
の
萎
縮
、
奇
形
な
ど
生
育
不
良
が
多
く
発

生
し
て
い
る
五
島
ル
ビ
ー
（
中
玉
ト
マ
ト
）

の
調
査
を
す
る
た
め
に
、
苗
を
供
給
す
る
㈱

福
井
シ
ー
ド
を
招
き
、
生
産
す
る
十
戸
の
農

家
の
う
ち
九
戸
の
農
家
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
巡
回
し
ま
し
た
。
各
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で

農
家
か
ら
生
育
状
況
や
栽
培
管
理
方
法
を
聞

き
取
り
、
原
因
を
探
り
ま
し
た
。

巡
回
後
に
行
っ
た
農
家
と
の
意
見
交
換
会

で
㈱
福
井
シ
ー
ド
の
担
当
者
は
「
水
や
り
も

追
肥
も
さ
れ
て
い
る
が
、（
茎
の
）
仕
上
が

り
は
割
と
細
身
、
と
い
う
人
が
多
か
っ
た
。

肥
料
分
を
上
手
く
吸
え
て
い
な
い
、
あ
る
い

は
何
ら
か
の
障
害
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。
冬
場
の
水
や
り
の
見

直
し
や
畑
の
深
耕
、
根
の

高
さ
を
確
保
し
て
い
た
だ

く
よ
う
な
検
討
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
全
体
的
な
感
想
を
述
べ
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
巡
回
目
的
で
あ
る
幹
の
巨

大
化
や
変
形
、萎
縮
の
原
因
に
つ
い
て
は「
他

産
地
に
お
い
て
も
（
症
状
が
）
全
く
出
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
五
島
は
出
方
が
他
産
地

と
比
較
し
て
多
い
の
で
、（
品
種
が
）
持
っ

て
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
的
な
部
分
で
何
か
が

原
因
で
誘
発
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
な

と
考
え
て
い
る
」
と
現
状
で
の
見
解
を
示
し

ま
し
た
。
今
回
の
巡
回
で
は
原
因
究
明
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
異
株
を
種
苗
会
社

へ
送
り
調
査
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
引
き
続

き
原
因
究
明
に
向
け
関
係
機
関
が
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

住所：〒853‐0041 五島市籠淵町2450番地1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング 11時～15時
料金 大人：1，080円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：原則年中無休

『
新
年
を
迎
え
心
機
一
転
…
』

と
い
う
方
も
多
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
私
も
な
ん
と

な
く
漠
然
と
、
毎
年
そ
う
考
え

て
気
を
引
き
締
め
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

今
年
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い

い
ま
す
と
、
私
事
で
大
変
恐
縮

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
月
六

日
に
第
一
子
が
誕
生
し
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
は
な
い
特
別
な
思

い
で
新
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
何
が
特
別
な
の
か
文
章
化

す
る
の
は
難
し
い
の
で
こ
の
場

で
は
記
し
ま
せ
ん
が
、
変
化
と

い
う
観
点
か
ら
申
し
ま
す
と
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
仕
事
に
集
中

し
定
時
退
勤
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

今
後
は
「
広
報
誌
が
つ
ま
ら

な
く
な
っ
た
。
早
よ
帰
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
や
ん
ね
」
な
ど

と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
公
私

の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
充
実
し

た
毎
日
を
過
ご
し
、
良
い
結
果

（
広
報
誌
）
を
残
せ
る
よ
う
に

気
合
を
入
れ
て
い
き
ま
す
！

（
竹
山
幸
弘
）
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